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第 1 章 はじめに 

こ我が国の高齢化率は 2019 年時点で 28.4％1）となり、身体の健康の一環として、口腔の

健康への関心が高まり、口腔管理を行う歯科衛生士への関心も高まっている 2）。一般歯

科診療所の 1 日の受診患者の 3 人に 1 人以上が 65 歳以上 4）という割合となり、今後も高

齢患者の増加が見込まれ、高齢者の認知機能の低下や認知症の対応は今後より重要性が高

まると考えられる。高齢社会に適応する歯科衛生士を育成するために、歯科衛生士教育に

おける認知症患者の対応に関しての講義や実習を取り入れることが重要となる。本研究の

目的は、歯科衛生士学生を対象とし、認知症に関する知識の程度とそれに対して影響を及

ぼす関連要因について分析し、今後の歯科衛生士教育での認知症の講義や認知症の人への

対応に関してどのような講義・実習の展開が必要か検討をすることである。 

 

第 2 章 対象と方法 

 対象は歯科衛生士学校養成所（大学、短期大学、専門学校）に在籍する、臨床・臨地実

習を履修済みもしくは履修中の歯科衛生士学生 128 人とした。 

調査内容は、基本属性（性別、年齢、歯科衛生士学校養成所の種別、祖父母との同居、

祖父母との交流頻度、認知症サポーター養成講座の受講経験）、認知症との関わり方（認

知症の人との関わり、認知症の人との同居経験、認知症への関心、認知症に関する情報源、

認知症に関する情報に接する頻度、認知症に関する講義の受講経験、新オレンジプランと

いう言葉を聞いたことがあるか、将来認知症高齢者などの介護に関わる仕事に就く意思）

および認知症に関する知識（15 項目）である。 

 

第 3 章 分析方法 

認知症に関する知識は、15 点満点とし「認知症に関する知識得点」（以下、「知識得

点」）を求めた。「知識得点」の 10 点をカットオフ値とし、10 点以上を「知識得点上位

群」、10点未満を「知識得点下位群」の 2群に分けた。「知識得点」の高低と基本属性・

関わり方との関連を調べるために、ダミー変数を用いた再カテゴリー化を行い、回答に著

しく偏りのある項目、複数回答可能な項目を除いた 10 項目と、「知識得点上位群」「知

識得点下位群」で 2×2 のχ2 検定、期待度数が 5 未満の場合は Fisher の直接確率検定を

行った。「知識得点」に影響を与える関連要因の分析では、「知識得点」を従属変数とし、

歯科衛生士学校養成所の種別、祖父母との同居・交流頻度、認知症の人との関わり・同居

経験、認知症についての関心、認知症に関する情報に接する頻度、認知症に関する講義の

受講経験、新オレンジプランという言葉を聞いたことがあるか、将来認知症高齢者などの

介護に就く意思を独立変数とした重回帰分析を行った。統計処理は、 IBM SPSS 

Statistics(Version 25)を使用し 5％を有意水準とした。 

 

第 4 章 倫理的配慮 

本研究は、ヘルシンキ宣言を遵守し、日本歯科大学東京短期大学倫理審査委員会の承

認（東短倫－253）のもと実施した。本調査は、調査用紙の返送をもって同意を得られた

ものとした。 
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第 5 章 結果 

 調査用紙を回収できた 106 人（回収率 82.8％）から、認知症に関する知識を回答して

いない 5 人を除外した計 101 人（有効回答率 78.9％）について分析を行った。対象者は

全員女性で、平均年齢は、20.4 歳（±0.6）であった。歯科衛生士学校養成所の種別では、

大学 19 人（18.8％）、短期大学 55 人（54.5％）、専門学校 27 人（26.7％）であった。

認知症との関わりがあるは 11 人（10.9％）、過去にあったは 43 人（42.6％）であり、

認知症に関する講義の受講経験では、あると回答した者が 83 人（82.2％）であった。将

来、認知症高齢者などの介護に関わる仕事に就く意思の有無では、思うは 0 人（0.0％）、

どちらかといえば思うは 19人（18.8％）、どちらかといえば思わないは 64人（63.4％）

思わないは 18 人（17.8％）であった。 

「知識得点」の平均点は、11.4 点（±2.1）で正答率は 76.0％であった。 

対象者の基本属性・関わり方と「知識得点」の関係では、「知識得点」と有意な関連

は認められなかったが、「知識得点」に影響を与える関連要因の分析では、将来、認知症

高齢者などの介護に関わる仕事に就く意思である、どちらかといえばあると回答した場合

（β=0.24、p<0.05）に「知識得点」への影響が有意に高かった。（R=0.346、R2=0.119） 

 

第 6 章 考察 

 認知症の人との関わりや認知症についての講義の受講経験と「知識得点」では、有意な

関連は認められなかった。将来、認知症高齢者などの介護に関わる仕事に就く意思がある、

どちらかといえばあると回答した者は、「知識得点」が高くなることに影響を与えている

ことが示唆され、将来の就職先で活かされる知識であることが影響していたと考えられる。

職域の理解として、歯科衛生士学校養成所での介護に関わる歯科衛生士の紹介や、臨床・

臨地実習での実習見学などを積極的に取り入れることが必要であると考える。また、就職

先の選択時に考慮する労働条件や福利厚生なども影響していることも考えられるため、職

域への理解と併せて勤務条件の情報提供が必須である。 

今後は、介護に関わる仕事以外の場面においても、歯科衛生士は認知症、軽度認知障

害や認知症高齢者を対応する可能性があるため、認知症に関する知識は必須となると考え

る。 
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